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は
じ
め
に

　

近
年
、
全
国
的
に
急
速
な
少
子
化
が
進

む
と
と
も
に
、
昨
今
の
経
済
状
況
の
低
迷

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
で
、
家
庭
及

び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
は
、
平
成
15
年
７
月
に
本

計
画
の
基
礎
と
な
る
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
た
後
も
、「『
子

ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
』
重
点
戦

略
」（
平
成
19
年
12
月
）、「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」

及
び
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め

の
行
動
指
針
」（
平
成
19
年
12
月
）
を
相
次

い
で
発
表
し
次
世
代
育
成
支
援
の
新
た
な

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
を
受
け
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
の
後
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
基
本
的
視
点
と
し
て
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
実
現
の
視
点
」
が
新
た
に

追
加
さ
れ
、『
子
ど
も
は
国
の
宝
』
と
し
て

安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
親
や
家
庭
の
責
任
と
し
て
き

た
子
育
て
を
地
域
や
、
学
校
、
家
庭
、
企
業
、

行
政
等
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
き
、
10
年
間
の
集
中
的
・

計
画
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

17
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
前
期
計
画
と
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
今
回
、
平

成
22
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
後
期
計
画
と

し
て
「
桂
川
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

庁
内
で
の
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
な
ど
、

子
育
て
環
境
に
関
す
る
現
状
分
析
を
行
う

と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
や
策
定
委
員
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
意
見
を
集
約
し
、
計
画
に
反
映

し
ま
し
た
。

❷
計
画
の
策
定
の
趣
旨
及
び
背
景

　

わ
が
国
の
平
成
19
年
の
出
生
数
は
、

１
０
８
万
９
８
１
８
人
と
平
成
18
年
の

１
０
９
万
２
６
７
４
人
よ
り
２
８
５
６
人

減
少
し
、
６
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
前

年
か
ら
再
び
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
出

生
数
の
減
少
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
年
少

人
口
（
０
～
14
歳
）
の
減
少
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の

女
性
が
生
涯
に
出
産
す
る
子
ど
も
の
数
の

平
均
）
を
み
る
と
、
平
成
19
年
は
、
平
成

18
年
の
１
・
32
を
０
・
02
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
１
・
34
と
な
り
、
２
年
連
続
で
上
昇
し

ま
し
た
。
平
成
20
年
の
出
生
数
は
、
国
の

推
計
で
は
、
前
年
を
若
干
上
回
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
化
の
進
行
は

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
本
町
の
出
生
率
は
平
成
18
年
度

で
は
７
・
９
％
で
、
国
（
８
・
７
％
）
や
県

（
９
・
０
％
）
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
全
国
や
県
内
で
も
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
国
は
、
様
々
な
少
子
化

対
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
、
平
成
15
年
７

月
に
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

（
以
下
、「
推
進
法
」
と
い
う
。）
及
び
「
児

童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を

成
立
・
公
布
し
ま
し
た
。

　

推
進
法
で
は
、
市
町
村
は
国
が
示
す
行

動
計
画
策
定
指
針
に
即
し
て
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
な
ど
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
市
町
村
行
動

計
画
）
を
策
定
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
本

町
で
は
、
平
成
17
年
３
月
「
け
い
せ
ん　

子

育
て
・
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
す
る
「
桂
川
町
次
世
代
育
成

支
援
対
策
行
動
計
画
」（
以
下
、「
前
期
計
画
」

と
い
う
。）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
期
計
画
策
定
以
降
も
、
前
述
の

と
お
り
、
全
国
的
な
少
子
化
が
さ
ら
に
進

行
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
「
子

ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
重
点
戦
略
」

（
平
成
19
年
12
月
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
重
点
戦
略
で
は
、
就
労
と
出
産
・

子
育
て
の
二
者
択
一
構
造
の
解
消
に
は
、

「
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
実
現
」
と
、そ
の
社
会
的
基
盤
と
な
る
「
包

括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構

築
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
し
、
特
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
い
て
は
、「
仕
事
と

生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
憲
章
」「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
国
と

し
て
も
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
進
め
る
と
同
時
に
、
構
造
か
ら

変
え
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
今
ま
で
幼
稚
園
と
保

育
所
と
所
管
が
分
か
れ
て
い
た
組
織
を
子

ど
も
家
庭
省
（
仮
称
）
と
し
て
立
ち
上
げ
、

待
機
児
童
の
解
消
を
進
め
る
と
い
う
内
容

の
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
動
向
も
踏
ま
え

つ
つ
、
本
町
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
次

世
代
育
成
支
援
対
策
の
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
や
課
題
を
整
理
・
評
価
し
、
そ
し
て

改
善
し
、
様
々
な
状
況
の
中
に
お
い
て
も

柔
軟
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、「
桂
川
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
町
を
創
造
す
る
た
め
に
、
新
た
な
行

動
計
画
と
し
て
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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